第59回神奈川県公衆衛生学会演題募集
第59回神奈川県公衆衛生学会を次のとおり開催することになりました。
つきましては、下記のとおり、演題を募集します。皆様のご応募をお待ちしております。
· 日時　　　平成25年11月１日（金）午前 10:00～午後 5：00（予定）　

· 会場　　　神奈川県総合医療会館（裏面案内図参照）横浜市中区富士見町３－１
横浜市営地下鉄伊勢佐木長者町駅下車徒歩3分、JR関内駅下車徒歩10分

※プログラム等詳細は、決まり次第ご案内します。
· 演題募集

○発表者（演者＋共同研究者）の資格
　　発表者、共同研究者、共に、神奈川県公衆衛生協会会員に限ります。未会員の方は、原稿提出時までに入会申込書にご記入の上、平成25年度年会費1,000円を納入し、会員手続きを済ませてください。お申込みをされる方は、全員が平成25年度神奈川県公衆衛生協会会員であることを確認の上、お申込みください。支部会員の方は演題申込書に支部名をお書きください。
なお、所属されている団体が神奈川県公衆衛生協会団体会員の場合は、１演題につき１名を無料としますが、なるべく個人会員としてご入会いただけますようお願いします。

※共同研究者の方の名前を学会誌原稿に掲載する場合は必ずご本人の了解を得て下さい。
○演題申込み・原稿の提出方法
　　　平成25年８月14日（水）【必着】までに「第59回神奈川県公衆衛生学会演題申込書」（Ｅxcel/21ＫＢ）に所定の事項を記入のうえ、事務局あてに送付してください。
申込み受付後、事務局から申込み受領の連絡をさせていただきますので、その連絡を受けてから、原稿を提出してください。

なお、原稿については、「第59回神奈川県公衆衛生学会原稿の提出について」及び「神奈川県公衆衛生学会誌　原稿執筆要項（注意事項）」をよくお読みの上、作成していただきますよう、お願いします。

申込み後１週間が経過しても連絡がない場合は、事務局まで御連絡ください。

　　　原稿の締切は、平成25年９月６日（金）【必着】です。
○発表の形式等　　　　　　　

①　口演、ポスターセッション、示説、誌上発表から選択していただきます。なお、会場等の都合により変更をお願いする場合がありますのでご了承ください。

②　発表時間（予定）　口演　　６分以内、討論４分以内

3 示説会場には、掲示スペ－スがありますので、各自で掲示してください。
4 当日に追加資料を配付する場合は、50部位用意し、各会場の会場係にお渡しいただくか各自で所定の場所（追加資料）に置いてください。
· 演題の分類

演題発表をされる方は、下記より発表演題の分類を選び、演題申込書の分類記号の欄に記入してください。

（1） １衛生行政、２衛生統計、３健康教育、４公衆衛生看護、５地区組織活動

（2） １精神保健、２医療社会事業、３社会保障、４医療経済

（3） １母子保健、２家族計画、３学校保健、４口腔保健
（4） １成人保健、２老人保健、３産業保健、４健康増進、５在宅ケア、６介護保険

（5） １環境衛生、２衛生工学、３建築衛生、４公害、５放射線衛生、６災害衛生

（6） １栄養学、２食品衛生、３公衆栄養、４衛生科学、５衛生薬学

（7） １疫学、２感染症、３結核、４寄生虫、５衛生動物、６衛生検査

· 問い合わせ・申込書送付先　　

〒231-8588　神奈川県保健福祉局保健医療部健康増進課内　
神奈川県公衆衛生協会事務局　
TEL　045-210-1111内線5074　FAX　045-210-8857

URL：http://www.kanagawa-koeikyo.jp/
＊電子ファイルで演題申込希望の方は、演題申込書info@kanagawa-koeikyo.jp までお送りください。

◎ 学会会場案内図
神奈川県総合医療会館

【交通手段】
横浜市営地下鉄「伊勢佐木長者町駅」4番、5番出口下車徒歩3分
JR京浜東北線「関内駅」南口下車徒歩10分

[image: image1.emf]伊勢佐木警察署

公園

④ ⑤

国

道

1

大 6

通 号

公 線

● 園

横浜文化体育館

教育文化センター

●

←大船 横浜→

県庁

JR　関内駅

横浜

スタジアム



　

　神奈川県

総合医療会館

市営地下鉄

伊勢佐木長者町駅

　
_1304860840.xls
次第

		

				平成21年度　神奈川県公衆衛生協会第1回学術部会　次第

										日時   平成21年６月２日（火）

												９：30～11：00

										場所 　横浜情報文化センター　7階小会議室

		１  開   会

		２  議   題

		　　協議事項

		（１）第５４回神奈川県公衆衛生学会について　												（資料１、参考資料１）

		（２）平成２０年度調査研究助成金の交付について　		その他										（資料２、関連資料１、関連資料２）

		　　　　・平成２１年度研究奨励表彰について

		　　報告事項

		　　　　・平成２０年度調査研究実施報告書について												（報告書１～２）

		３  閉   会





名簿

		学術部会員名簿　

		（任期平成19年7月1日～平成21年6月30日）

		職     名		氏      名		出欠

		◎神奈川県衛生研究所特別研究員		　今　井　 光　信		○

		　 神奈川県衛生研究所長		　玉　井　 拙　夫		○

		聖マリアンナ医科大学客員教授		工  藤   吉  郎		○

		神奈川県立保健福祉大学教授		　高　橋　 正　弘		○

		横浜市衛生研究所長		　蔵　田　 英　志

		川崎市衛生研究所長		　丸　田　 茂　貴		○

		神奈川県厚木保健福祉事務所長		　岡　部　 英　男		○

		横浜市港南福祉保健センター長		　塚　本　 光　俊		欠席

		　 川崎市麻生区役所保健福祉センター副センター長		木　下　 節　子

		横須賀市保健所長		小　林   利　彰		○

		相模原市保健所長		小　竹　 久　平		欠席

		　 藤沢市保健所長		　鈴　木　 仁　一		○

		　 神奈川県鎌倉保健福祉事務所保健福祉部長		　大　竹　 ひろ子

		◎部会長





資料１

		（１）第55回神奈川県公衆衛生学会について										資料1

		１ 日時

		２ 場所		神奈川県総合医療会館

				横浜市中区富士見町３－１

				(横浜市営地下鉄　伊勢佐木長者町　徒歩3分、JR関内駅　徒歩10分）

		３ 会場		第１会場		７階講堂　　		(定員約３００名）

				第２会場		７階講堂ロビー

				第３会場		２階会議室		(定員約７０名）

				第４会場		１階会議室		(定員約３０名）

				控え室		１階会議室		(定員約１０名）

		４ 特別講演、シンポジウムのテーマ及び構成等について

		　○ 案

		　（１） 特別講演について

		・		横浜市立大学予防医学教室　水嶋教授

		・

		　　 （２） シンポジウムについて

		・		「食の安心・安全」について

				座長

		・		シンポジスト

		　○ 部会員や支部からの意見

		　　　（１）　講演及びシンポジウムのテーマ、講演者について

		５　その他

		・		学会誌に協賛広告を掲載

		・		学会開催案内の配布				6月上旬

		・		演題募集の締め切り				8月上旬

		・		演題原稿の締め切り				9月上旬

		・		次回学術部会の開催				9月上旬		（学会構成・演題グループ分け等、研究奨励表彰決定）





学会案内１

						参考資料１

		第55回 神奈川県公衆衛生学会のご案内　　

		　第５５回神奈川県公衆衛生学会を次のとおり開催いたしますのでご案内申し上げます。

		　学会当日の一般参加はどなたでもご参加いただけます。多数の方にご参加いただけるようお待ちして

		　しています。なお、学会誌（学会抄録集）は1冊1200円(予定)で当日受付で販売いたします。

		◎日時　　		平成２１年１０月２７日（火）午前９時30分～午後５時15分（予定）

		◎会場　		神奈川県総合医療会館　講堂他  横浜市中区富士見町３－１

				横浜市営地下鉄　伊勢佐木長者町下車徒歩３分、JR関内駅下車徒歩１０分

		◎特別講演

		◎演題募集

		　○発表者（演者＋共同研究者）の資格

		　　　神奈川県公衆衛生協会会員に限ります。共同研究者の方も協会会員に限ります。

		　　申込みをされる方は、発表者が全員平成２１年度神奈川県公衆衛生協会会員であることを確認

		　　の上、申込みください。支部会員の方は演題申込書に支部名をお書きください。

		　　今年度会費未納の方及び会員でない場合は、原稿提出時までに１人年会費1,000円を納入して

		　　ください。（平成２１年度会員となります。）

		　　　所属されている団体が神奈川県公衆衛生協会団体会員の場合は、１演題につき１名を無料と

		　　しますが、なるべく個人会員としてご入会いただけますようお願いいたします。

		　　＊共同研究者の方の名前を学会誌原稿に掲載する場合は必ずご本人の了解を得てください。

		　○演題申込み方法

		　　　書」に所定の事項を記入のうえ、事務局あてに送付してください。

		　　　申込み受付後、原稿提出についての注意事項を送付します。原稿用紙は各自ご用意ください。

		　　　用紙はＡ４版の用紙(白）を使用してください。

		　　　同一研究を第１報、第２報・・の形で発表を希望される場合は、演題名を統一してください。

		　　　統一されない場合は続けて発表が出来ない場合があります。発表時間の指定はできません。

		　○発表の形式等

		　　　①　要望演題、口演、示説、誌上発表から選択していただきますが、ご希望に添えない場合も

		　　　　ありますので、ご了承ください。

		　　　　　　　　　　　　　　示説　　

		　　　③　示説会場には、掲示スペ－スがありますので、各自で掲示してください。

		　　④　当日に追加資料を配付する場合は、50部位用意し、各会場の会場係にお渡しいただくか、

		　　　　各自で会場内の所定の場所に置いてください。





学会案内２

		　　◎演題の分類

		　　　演題発表をされる方は、下記より発表演題の分類を選び、演題申込書の分類記号の欄に

		　　記入してください。

		　　　（ア）１衛生行政、２衛生統計、３健康教育、４公衆衛生看護、５地区組織活動

		　　　（イ）１精神保健、２医療社会事業、３社会保障、４医療経済

		　　　（ウ）１母子保健、２家族計画、３学校保健、４口腔衛生

		　　　（エ）１成人保健、２老人保健、３産業保健、４健康増進、５在宅ケア、６介護保険

		　　　（オ）１環境衛生、２衛生工学、３建築衛生、４公害、５放射線衛生、６災害衛生

		　　　（カ）１栄養学、２食品衛生、３公衆栄養、４衛生科学、５衛生薬学

		　　　（キ）１疫学、２感染症、３結核、４寄生虫、５衛生動物、６衛生検査

		○ 問い合わせ・申込書送付先　　〒231-8588　神奈川県保健福祉部地域保健福祉課内

		　  神奈川県公衆衛生協会事務局　　														TEL　045-210-1111内線5074																		FAX　045-210-8857

		＊電子ファイルで演題申込希望の方は、件名「学会演題申込書希望」として空メールを

		koeikyo@pref.kanagawa.jp までお送りください。

		○ 学会会場案内

		　　　　　神奈川県総合医療会館　

		交通手段

		　　横浜市営地下鉄　伊勢佐木長者町駅4番、5番出口下車徒歩３分

		　　　　　JR京浜東北線関内駅南口下車徒歩１０分
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学会案内３

		　　　　　　 第54回神奈川県公衆衛生学会演題申込書

				分類記号								発表形式		　　    口演　     示説      誌上      どれでもよい

				例アー１

				マルチメディアプロジェクター使用の有無												有 ・ 無				＊スライドの用意はしておりません。

																				＊パソコンの持ち込みはできません。

				マルチメディアプロジェクターで使用するソフトはMicrosoft Power Point 2000となります。

				演 題 名

				演 者 氏 名						　  　所　　　　属						支部会員		連絡先(住所・電話番号）

				( ﾌﾘｶﾞﾅ）

																		℡				（      ）

																		ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

				共同研究者氏名						　  　所　　　　属						支部会員		発  表  要  旨

		　（注意）１　申込書１枚に１題のみ記入してください。

		　　　　　２　分類記号を演題の分類の中から一つ選び記入してください。

		　　　　　３　発表形式、マルチメディアプロジェクターの使用の有無は該当個所を○で囲んで

		　　　　　　ください。

		　　　　　４　発表者は共同研究者も含めて協会会員に限ります。申込者は、共同研究者が全員

						協会会員であることを確認してください。

		　   　  ５  使用できるソフト、バージョンは次のとおりです。

						Microsoft Power Point 2000

						＊パソコンの持ち込みは時間の関係で出来ませんので、ご了承ください。

				　　　６　支部会員の方は支部会員欄に支部名をお書きください。





入会申込み

		





資料２

		平成20年度研究奨励表彰について																資料３

		選考の手順

		(１）神奈川県公衆衛生学会誌第５４号掲載の一般演題の中から各部会員がそれぞれ５題を選ぶ。

		提出期限		平成２１年７月３日（月）

		神奈川県公衆衛生協会研究奨励表彰要綱以外の選考に関する取り決め事項

		・前年度に表彰した演題は、選考からはずす。（該当なし）

		・前年度に表彰した演者は、選考からはずす。共同研究者の場合はよい。（該当なし）

		(２）次回の部会で多く票を集めた演題から、青木賞、杉浦賞を含めて５題を選考する。

		＊表彰		平成２１年１０月２７日（火）

				神奈川県公衆衛生協会総会席上（学会同日）

		神奈川県公衆衛生協会研究奨励表彰要領

		　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		１  趣旨

		　神奈川県公衆衛生協会（以下「協会」という。）の個人会員で、次の各号の一に該当する調査研究を行った者に対し表彰を実施し、その功績をたたえることを趣旨とする。　

		（１）公衆衛生を著しく向上させると認められる調査研究　　　　　　　　　　　　　　

		（２）保健衛生の向上に顕著な実際的成績をあげたと認められる学術文化等の研究　　　

		（３）寄附の目的にそった調査研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

		（４）その他、前各号の１に準ずると認められる調査研究　　　　　　　　　　　　　　

		２  被表彰者

		　被表彰者は、上記調査研究を神奈川県公衆衛生協会主催の公衆衛生学会において発表した者の中から、学術部会で選考する。

		３  その他

		その他、この要領に定めていない事項については、そのつど理事会の議を経て決定する。

		附  則

		１  この要領は、平成１２年６月９日から施行する。

		２  研究奨励金交付要領は廃止する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

				神奈川県公衆衛生協会事務局　　行き

				FAX　 ：　０４５－２１０－８８５７

				メール：koeikyo@pref.kanagawa.jp

				平成２０年度研究奨励選考表

				氏名

						演題番号		演　　　題　　　名

				1

				2

				3

				4

				5

				＊平成２０年７月４日（金）までにお願いいたします。





資料２-２

								関連資料１

		平成21年度研究奨励選考（第54回学会発表演題一覧）

		口演発表

		演題No		演題名		発表者		所属

		1		女性の健康相談の効果的な事業展開についての一考察～ホームページ上での健康情報の提供及びフォームメール相談を通して～		横溝　由佳		平塚保健福祉事務所

		2		新たな視点にたった児童生徒を対象とした薬物乱用防止啓発活動について		小島　尚		神奈川県衛生研究所

		3		藤沢市における働く人の健康づくり事業　第１報		中村　翔		藤沢市保健所

		4		地域支援事業（高齢者筋力向上トレーニング事業）を通じた地域づくり		石川　志麻		小田原市高齢介護課

		5		高脂肪食負荷ラットに対する桑葉の脂質代謝改善効果		小林　征洋		神奈川県衛生研究所

		6		訪問栄養指導における在宅ケア		粂　結花子		神奈川県栄養士会

		7		メタボリックシンドロ－ム外来における栄養指導の効果（第１報）		秋山　芳子		財）神奈川県予防医学協会

		8		母親への食育支援について～乳幼児をもつ母親への食意識調査結果について～		西原　清子		小田原保健福祉事務所

		9		働く人の食の自己管理を支援する取り組みにおける事業所給食（社員食堂）活用の検討		古川　弘子		大和保健福祉事務所

		10		保育園、幼稚園における歯科保健調査研究（第２報）-園児の食に関するアンケート-		松本 富三		神奈川県歯科医師会

		11		幼稚園における『４．５歳児食育・歯みがき教室』第２報		川瀬 優子		横須賀市中央健康福祉センター

		12		横浜市における食品中異物混入事例（2002～2007）―昆虫類を中心に―		伊藤 真弓		横浜市衛生研究所

		13		死亡小票調査から藤沢市の自殺対策について考える		渡邉　絹恵		藤沢市保健所保健予防課

		14		都市部の自殺対策事業としての精神保健施策		大竹　三千代		精神保健福祉センター

		15		精神障害者の普及啓発セミナーと地域展開に向けた取り組みについてー第2報ー		落合　万智子		精神保健福祉センター

		16		障害者自立支援法施行後の精神障害者へのホームヘルプサービスの状況～県域の居宅介護サービスに関するアンケート調査から～		山田　美緒		精神保健福祉センター

		17		横浜市内の公衆浴場施設における遊離残留塩素測定方法		堀切　佳代		横浜市衛生研究所

		18		公衆浴場水におけるアンモニア態窒素の検出ならびに遊離残留塩素の確保		吉川 循江		横浜市衛生研究所

		19		建築物室内で使用されている木質建材から放散する化学物質の放散速度に関する調査		田中　礼子		横浜市衛生研究所

		20		家庭用品（金属アクセサリー類等）に含まれる鉛の調査結果について		上村　仁		神奈川県衛生研究所

		21		室内空気中のシロアリ駆除剤等の農薬成分濃度調査について		辻　清美		神奈川県衛生研究所

		22		レジオネラ症の感染源として疑われた加湿器の事例報告		荒井　桂子		横浜市衛生研究所

		23		歯科から発信する子育て支援		長島　聡美		三崎保健福祉事務所

		24		歯科保健における育児支援の推進（第１報）～中間評価結果の報告～		宍戸　美穂		藤沢市保健所

		25		歯科保健における育児支援の推進（第２報）～自由意見から見えてきたこと～		加藤 千鶴子		鎌倉保健福祉事務所

		26		障害児等の摂食機能に着目した支援について（第1報）～小田原保健福祉事務所と地域関係機関との連携～		神谷　眞里子		小田原保健福祉事務所

		27		障害児等の摂食機能に着目した支援について（第2報）～保健福祉事務所の保健師と他職種の協働体制～		高宮　聖子		小田原保健福祉事務所

		28		平塚市歯周疾患検診事業からみた平塚市民の口腔内状況		小山　朱美		平塚市健康・こども部健康課

		29		顎関節症と不定愁訴		長田新一		三崎保健福祉事務所

		30		「湘南版お口の健口体操」地域普及事業の試み		高野　敬子		茅ヶ崎保健福祉事務所

		31		「相模原市における口腔機能向上事業」の取り組み		小川　理里子		相模原市保健所

		32		コールドウェル法の再現性の確立		岩波　秋司		茅ヶ崎市立病院

		33		横浜市主催マンモグラフィポジショニング講習会活動報告		桂孝英		茅ヶ崎市立病院

		34		神奈川県悪性新生物登録事業（地域がん登録）の紹介とがん対策への活用について		夏井　佐代子		県立がんセンター臨床研究所

		35		タバコ副流煙の遺伝子損傷および発がん促進活性について		大森　清美		神奈川県衛生研究所

		36		妊娠中からの早期支援（第二報）～母子健康手帳交付時アンケートと保健師の視点～		大杉　篤子		横須賀市こども健康課

		37		子育て支援「子育てホットステーション」の評価と継続支援ニーズについて		堤　郁子		社）川崎市看護協会

		38		児童相談所における保健師の専門性と役割について		弘中　千加		神奈川県中央児童相談所

		39		慢性疾患児の在宅における療養状況把握調査～小児慢性特定疾患の申請時面接への取り組み～（第1報）		石川　奈穂		秦野保健福祉事務所

		40		相模原市における早期乳児育児支援教室の取り組み		佐々木　奈美		相模原市保健所

		41		大和保健福祉事務所におけるタバコ対策への取り組み　（第２報）～妊産婦の禁煙支援“リマインダーシステム”の構築にむけて～		松丸　桃子		大和保健福祉事務所

		42		足柄上地域における「妊産婦とその家族の禁煙支援事業」への取り組み		磯﨑 夫美子		足柄上保健福祉事務所

		43		新型インフルエンザ対策に向けた課題－ オセルタミビル耐性インフルエンザウイルスの分離事例を基に －		上原　早苗		横浜市衛生研究所

		44		新型インフルエンザによる感染者の動向とその対応策についてー鎌倉福祉保健事務所管内を例にー		西村　麗奈		鎌倉保健福祉事務所

		45		横浜市における麻しん発生状況		段木　登美江		横浜市衛生研究所

		46		横浜市内高齢者施設における感染対策に関する現状について		土田　賢一		横浜市衛生研究所

		47		横浜市感染症発生動向調査事業における定点医療機関からの報告状況の実態調査		糀谷　敬子		横浜市衛生研究所

		48		結核集団感染事例におけるQFT検査と分離結核菌株の遺伝子型別		高橋 智恵子		神奈川県衛生研究所

		49		県域の小学校で発生したヒトＣ群ロタウイルスによる集団感染事例		宮原　香代子		神奈川県衛生研究所

		50		サポウイルスによる感染性胃腸炎の集団発生		吉田　綾		相模原市保健所

		51		介護福祉施設における感染性胃腸炎発生時の課題とその対応策について-ノロウイルス感染症発生の一例から-		西村　麗奈		鎌倉保健福祉事務所

		52		施設内ノロウイルス汚染の検査に関する基礎的検討		佐藤　健		藤沢市保健所

		53		遺伝子学的解析によるノロウイルス性胃腸炎患児の臨床背景に関する検討		辻原　佳人		神奈川県立汐見台病院

		54		散発下痢症患者のカンピロバクター検出状況及び薬剤感受性について		小嶋　由香		川崎市衛生研究所

		誌上発表

		演題No		演題名		発表者		所属

		55		両親学級アンケート調査結果からみる妊娠中の食生活の現状と支援の方向性について		加藤　美栄子		藤沢市こども青少年部こども健康課

		56		乳幼児の摂食機能相談における、食べることへの拒否の事例		橋本　久美子		平塚保健福祉事務所

		57		市内流通食品におけるセレウス菌の検出状況とその毒素産生性について		本間　幸子		川崎市衛生研究所

		58		食品汚染物質（動物用医薬品及びカビ毒）残留実態調査結果（平成18,19年度）		佐藤久美子		神奈川県衛生研究所

		59		神奈川県における残留動物用医薬品のマーケットバスケット調査(平成19年度)		甲斐　茂美		神奈川県衛生研究所

		60		川崎市におけるLC/MS/MSを用いた農薬の一斉試験法１（農作物）の検討		佐藤　英子		川崎市衛生研究所

		61		LC/MS/MSを用いた動物用医薬品一斉分析法の検討		橋口　成喜		川崎市衛生研究所

		62		鎌倉市内の在宅障害者歯科検診等事業について		大山　公一		鎌倉保健福祉事務所

		63		秦野保健福祉事務所におけるフッ化物洗口事業		渡辺　晃子		秦野保健福祉事務所

		64		箱根町における特定保健指導の事後指導としての「フォローアップ教室」の試み（中間報告）		岸田　恵子		箱根町福祉部保険年金課

		65		胃がんリスク検査（ペプシノゲン法）を導入した胃がん健診の効果の検討		加來　朝王		相模原市医師会

		66		川崎市におけるインフルエンザの流行状況（2007～2008年）		清水　英明		川崎市衛生研究所

		67		神奈川県域におけるインフルエンザの流行（2007／2008年シーズン）		渡邉　寿美		神奈川県衛生研究所

		68		つつが虫病患者の発生状況と感染株（平成17～19年度）		片山　丘		神奈川県衛生研究所

		69		県域の感染性胃腸炎患者からの原因ウイルス検出状況－平成19年9月からの１年間について－		原田　美樹		神奈川県衛生研究所

		70		神奈川県における放射能調査　－２００７年度－		飯島　育代		神奈川県衛生研究所

		71		核燃料加工工場周辺の環境ウランモニタリングの変遷とその濃度推移		桑原　千雅子		神奈川県衛生研究所



神奈川県:
午後希望



資料２－３

				関連資料２

		平成20年度神奈川県公衆衛生協会研究奨励表彰被表彰者名簿

		（協会賞）

		演    題    名		研究者（発表当時所属）

		遺伝子を利用したレジオネラ属菌検査の実試料への応用～LAMP法と定量リアルタイムPCR法～		荒井桂子・堀切佳代・田中礼子・吉川循江（横浜市衛生研究所）

		中学３年生の喫煙経験と関連する因子について		鈴木仁一・津野敏夫・猿田貴美子（神奈川県小田原保健福祉事務所）畠中晴美（神奈川県平塚保健福祉事務所）

		保健所における新しい感染症危機管理－鎌倉保健福祉事務所の取り組みから－		佐々木つぐ巳・大竹ひろ子・志村定雄・若菜健司・甲斐康文・山多美代子・清水博（神奈川県鎌倉保健福祉事務所）

		（青木賞）

		演    題    名		研究者（発表当時所属）

		糖尿病食生活支援体制づくりについて（第２報）～平成１９年度の取り組みについて～		古明地夕佳・石田啓子（神奈川県厚木保健福祉事務所）

		（杉浦賞）

		演    題    名		研究者（発表当時所属）

		施設等での感染症集団発生対応時の現地指導の必要性について		宮崎晃子・渡部俊子・秋野廣行・原田久・弘光明子・小出元子・宮宇地裕美（藤沢市保健所）

		神奈川県保健福祉事務所等所長会長表彰被表彰者名簿

		演    題    名		研究者（発表当時所属）

		保健所における新しい感染症危機管理－鎌倉保健福祉事務所の取り組みから－保健福祉事務所におけるHIV即日検査の実施の効果と課題について		佐々木つぐ巳・大竹ひろ子・志村定雄・若菜健司・甲斐康文・山多美代子・清水博（神奈川県鎌倉保健福祉事務所）



神奈川県:
10.24訂正53号学会誌誤り



その他

		

								申請書№１

								申請書№２

								申請書№３

								研究報告１

								研究報告２





その他２

		（２）平成２０年度調査研究助成金の交付について												資料２

		　　　申請状況　　　　　　　　　　　（※ 詳細は別添申請書参照）

		申請№		代表者氏名		代表者所属		研究テーマ		申請団体		申請額		結果

		1		清水　博		鎌倉保健福祉事務所		診療所等の医療機能の現状及び評価に関する実践的研究		公衆衛生協会鎌倉支部		１０万

		2		大内　幸敏		聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院		神奈川県各地域の自然放射線測定事業		神奈川県放射線技師会		１０万

		3		山本　詩子		日本助産師会神奈川県支部		助産所分娩の安全確保に向けてー搬送事例の原因と助産師の対応についての分析および予後調査ー		日本助産師会神奈川県支部		１０万

		今年度予算　２０万円 (１件10万円までとする）

		調査研究助成金交付要領

		(趣  旨)

		支部に対し、その調査研究に要する経費の一部を助成することにより、その調査研究の成

		果を助長し、もって神奈川県民の健康で文化的な生活の推進に寄与することを目的とする。

		(助成金の名称)

		(対  象)

		員で調査研究を行おうとする個人、団体若しくは当協会支部とする。

		(助成金の交付額)

		(助成金の交付申請)

		１月末までに助成金交付申請書(第1号様式)により申請するものとする。

		(助成金交付決定)

		２  会長は、助成金の交付を決定したときは、申請者に交付決定通知書(第２号様式)により

		通知し、助成金を交付するものとする。

		（調査研究の期間）

		第７条  調査研究の期間は交付決定通知を受けた年度内とする。

		(助成金交付要件)

		（１）当該調査研究に必要な経費以外に使用してはならない。

		（２）助成金の交付を受けた者が、調査研究の主要事項を変更しようとするときは、あら

		かじめ会長の承認を得るものとする。

		(助成金事業完了報告)

		告書(第３号様式)を次年度の4月30日までに提出しなければならない。

		２  この助成金の交付を受け、研究を行った者は次年度の神奈川県公衆衛生学会で発表する

		ものとする。

		(助成金の返還等)

		第１０条  会長は、助成金の交付を受けた者が、次の各号のいずれかに該当する場合には

		助成金の全額若しくは一部の返還を命ずることができる。

		（１）助成金の交付申請につき不正の事実があったとき。

		（２）調査研究事業を廃止したとき。

		（３）調査研究事業の遂行見込みがないと認められたとき。

		（４）その他、この要領に反すると会長が認めたとき。

		(委  任)

		第１１条  この要領に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に定める。

		(附  則)

		この要領は、平成１２年９月４日から施行する。
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